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東京オリンピックと低迷する直近ＩＰＯ銘柄への視点 

 

世界的スポーツの祭典、東京オリンピックの開会式から１週間を経て既に競技は佳

境に入っております。皆様も多少はオリンピックモードになっておられるのかとは思

いますが、一方でまた再び新型コロナのパンデミックの脅威が日本全国を覆い、メダ

ルの行方より今後の生活不安が気になる今日この頃です。こうした中、日本株は米国

株高が続いているにも関わらず調整トレンドが継続しており、８月上旬に予定されて

いる今３月期の第１四半期決算発表を前に様子見気分の状況です。 

こうした相場環境はＩＰＯ市場にも反映され、直近ＩＰＯ銘柄、とりわけ上場ラッ

シュとなった６―７月のＩＰＯ銘柄の大半が上場後の高値から株価の下落トレンドが

見られます。６－７月は６月２日のメイホーホールディングス（７３６９）から本日

東証２部に上場したＡＩメカテック（６２２７）まで３１の銘柄が上場を果たしてい

ます。初値が公開価格を割れたペイロール（４４８９）、デコルテ・ホールディングス

（７３７２）、ドリームベッド（７７９１）、アルマード（４９３２）の４銘柄を除く

と概ね順調なスタートを見せましたが、上場後の株価はいずれも調整色を強めており

ます。過去１年程度のＩＰＯをチェックしても多くは調整トレンドを描いており、上

場後に積極的にリスクテイクされた投資家の皆様にとっては今後の展開が気になって

おられるものと拝察致しております。 

日経平均やＴＯＰＩＸは２，３月の高値から調整の動きが続いており、底打ちを待

つ投資家の皆様も多いのかと思いますが、ＩＰＯ銘柄の株価が反映されやすいマザー

ズ指数は昨年１０月をピークに調整が続いています。リード役不在のＩＰＯ銘柄が調

整から抜け出すには全体指数の底打ちが不可欠ですが、個別銘柄の業績、成長へのメ

ッセージが投資家に伝わる必要があります。業績面での不安がある間はなかなか積極

的なリスクテイクは難しいのかも知れませんが、オリンピック競技で言えば１０秒前

後で決着がつく１００メートル走ではなく２時間余りの長時間をかけて競うマラソン

に例えるならスタートは良くてもその後が続かないという状況。穏健な初値形成でス

ロースタートした銘柄の方がむしろ後から巻き返すこともよくあります。ＩＰＯ銘柄

の多くが上場後に高値をつけその後調整を見せてもその実力を背景にリバウンドを見

せます。マラソンランナーへの応援団が投資家とすれば上場後の調整局面でこそ応援

すべきかも知れません。そうしたＩＰＯ銘柄の株価変動の特徴を捉えてのリスクテイ

クが求められます。つぶさに眺めるとアイドマＨＤ（７３７３）やＥｎｊｉｎ（７３

７０）といった高ＲＯＥ銘柄に堅調な株価推移を辿る銘柄もあり、決してＩＰＯ市場

の火が消えた訳ではないことがわかります。多くの企業が間もなく四半期を発表しま

す。基本的には業績内容を吟味しながらの投資を敢行されることになりますが、ここ

では業績数値だけではなく事業内容や未来への成長意欲を示すＩＲに熱心なＩＰＯ企

業に改めてエールを送りたいと思います。  （東京ＩＰＯコラムニスト 松尾範久） 


